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僑郷における同族ネットワーク
ー施氏一族の分節化と社会主義基層組織と経済建設一
浩石 田
I． はじめに
Ⅱ、 銭江派施氏の分節化と移住
Ⅲ、 前港村銭江派施氏の分節と集住
Ⅳ、 社会主義建設下における同族組織
1． 社会主義基層組織と同族組織
2． 外国移民，華僑・華人と同族組織の再建
3． 地域経済発展と華僑・華人
V・ 結語一僑郷における同族ネットワークの意義
I はじめに
1992年夏と1993年春，福建省晋江市龍湖鎮（かつては晋江県龍湖郷）を訪問し，
銭江派施氏一族の調査を行った1)。1987年夏と1988年夏，1989年春の3回にわ
たり龍湖郷衙口村で溥江派氏一族の調査を行ったことがあるが2)，1992年夏に
は衙口村の隣村である前港村の銭江派施氏一族の調査と，前港村から分化した
周辺の銭江派一族の村々，許(古)婆庄村，石眞村の東頭・中扮・暦后，坑尾村
等を訪問してそれら分節の祖廟を見学するとともに，簡単な聞き取り調査を行
1） 「晋江三十月吸引外資三十億」「晋江郷訊』第91期，1992年6月30日と，晋江県情調
査組『晋江巻』（中国国情叢書一百県市経済社会調査)， 中国大百科全書出版社， 1992
年によれば(p.1),晋江県は1992年3月16日に正式に晋江市となった。
2）石田浩・中田睦子「中国における同族組織の展開とその実態一福建省晋江県の施氏同
族と地縁組織の関係一」『アジア経済』第30巻第4号，1989年4月，中田睦子・石田
浩「中国における同族組織の分節形成と祖庁について－福建省晋江県施氏同族の調査
事例一」『アジア研究』第36巻第4号，1989年12月を参照されたい。
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った3)。1993年春の調査は非常に興味のある内容となった｡紹介すると，台湾か
ら13名，フィリピンから57名の施氏一族が里帰りし，故郷の前港村尊道小学校
の教員宿舎落成記念式典と龍湖湖畔の晋江臨濃堂湖濱大眞莫基式典を盛大に行
い，西澪村澪聯学校・首峰村首峰学校・龍園村恢齊学校等を訪問して各村の関
係者と昼夜の会食をした。翌日には衙口村で南僑中学校施家羅施性水紀念館落
成式典を盛大に行い，そこでも式典後に会食をした。それぞれの学校訪問は次
のようであった。筆者達が大型バス2台を連ねて公路沿いの村の入口に到着す
ると，そこには小学校や中学校の全生徒が華やかな衣装を身に着けて村道に列
3）福建省晋江市龍湖鎮での農村実態調査研究は， 1992年夏で4回目となる。今回は前港
村の銭江派施氏一族の調査研究に中心を置いた。調査日程は， 8月24日に日本を出発
し，香港・広州・眞門を経て， 9月1日早朝に厘門を出発して昼前に泉州の金泉酒店
に到着した。昼食と昼寝の後に，乗合バスで石獅市へ行き，石獅から金井行きのバス
に乗換え，以前の調査村・衙口村へ挨拶に行った。翌日の2日は泉州・華僑大学華僑
研究所の察先傑氏が車を手配してくれ， まず金井鎮の施盛頓氏を訪ね，氏と一緒に前
港村を訪問して后宅の典公陵園を見学した。そして，前港村の老人達と会って訪問の
目的を告げ，村内を案内してもらった。昼食を衙口村入口の公路沿いにある僑聯大盧
で取り， 同時に宿泊の予約をした。 3日は華僑大学華僑研究所を訪問し，鄭山玉副所
長をはじめ5人の若手研究者と研究交流をした。華僑研究所は泉州市一帯（晋江県・
同安県）の220余部の族譜を収集し，その研究・分析を行っており，今後の研究交流
について討論した。そして，荘善裕副校長より昼食の招待を受け， その後泉州市内を
案内して戴いた。帰りには宿泊しているホテルへ荷物を取りに立ち寄り，そのまま僑
聯大慶まで送って戴いた。 4日～6日は朝から夕方まで前港村の調査に費やし，7日
は衙口村の粘氏調査， 8日は僑聯大廩の車で粘氏始祖墓やその妻の墓， 曽坑村の澪江
施氏宗祠，粘暦浦の粘姓の調査した。同時に，許婆庄村，石眞村の東頭・中扮・暦后
の各宗祠，坑尾村の施氏祠堂を訪問し，簡単な聞き取り調査を行った。 9日は前港村
の老幹部5人に集まって戴き，解放後の前港村の歴史について聞き取り調査を行っ
た。 というのは， これまでの応答では応答者により内容が異なり，一体どれを事実と
して採用してよいのか不明確であったので，老幹部から解放後の村の歴史について正
確な情報を得る必要があった。集まってくれた老幹部は各自の記憶を蘇らせ，お互い
の内容が異なる場合には， その場で議論しながら村の歴史を鮮明にしてくれた。そし
て， 10日は老人会から誘われ，まだ暗いうちから前港村の老人達と一緒に貸切りバス
に乗り込み，蕾田市渭洲島にある媚祖廟を見学し，友好の輪を広げた。今回の調査は
これで打切り， 11日午前には石獅に出て，石獅から福州へのバスに乗り込んだ。本地
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をなして待ち受け，爆竹の合図とともに楽器を演奏し，バスから降りるひとり
一人に花輪を首に掛けてくれた。まるで凱旋将軍が帰ってきたかのような雰囲
気に包まれ，台湾やフィリピンからの代表である理事長や理事を先頭に賑々し
くパレードして学校へ案内された。式典では校舎等の贈呈式が行われ，次から
次へと帰国者が紹介され， 日本から来た筆者達も壇上に立たされて紹介され
た。それが終わると宴会となり，昼間から御馳走が出て，各テーブルでは白酒
(高梁酒）で乾杯が繰り広げられた。筆者はすでにこの地域に4回訪れたことが
あり，顔見知りの農民達との再会を楽しむことができた。
区一帯は，民間主導による経済開発区で，夜遅くまで経済活動が行われており，訪問
する毎にその変化は著しい。しかし，道路等のインフラ部門への投資が遅れ，交通量
が多く，バスやトラック， マイクロバス， ハンド・ トラクター， 三輪車， オートバ
イ， 自転車が入り乱れ，農道をひっきりなしに車が列をなして走っており，対向車が
互いに道を譲らないと，直ぐさま大渋滞となる。
ところで， この調査において数多くの方にお世話になった。愛知学泉大学に留学中
の施盛偉氏と長兄の施盛頓氏，華僑大学副学長の荘善裕氏，華僑研究所所長の鄭山玉
氏，華僑研究所の諸先生，特に察先傑氏と李天錫氏にはお世話になった。察氏は9月
2日の前港村調査に付き添ってくれ，李氏はかつて衙口村の粘姓を調査したことがあ
るため，我々の調査研究に非常に関心を示し， 7日～9日の調査に協力してくれた。
衙口村の施純民氏，閏台満族粘氏大宗祠管理委員会会長の粘芳坑氏と石獅市台胞台属
聯誼会秘書長の粘国民氏は我々の調査のため仕事を休み， 一日調査に応対してくれ
た。また，粘芳坑氏は，翌日の粘暦塙の調査においても我々のために夜遅くまで調査
に付き添ってくれた。前港村の調査においては施学儀（29世，前港郷人民政府郷長)，
施学謀（29世)，施教槌（30世，70歳)，施家本（28世)，施閣興（27世，63歳，土地
改革時の幹部)， 施強輪（31世)，施家堵（初級合作社社長・高級合作社社長・大隊
長)，施家疎（老書記)，施家陳（糧岾)，施学宗，后宅の施明通の諸氏には大変お世
話になった。また，銭江施氏家廟では外国人が村を訪問しているという珍しさから，
自然発生的に多くの村人が集まってくれ， これらの村人からも色々な話を伺った。そ
して，宿舎の僑聯大眞の方々にも大変お世話になった。特に，我々の調査のために車
を手配してくれ，お陰で調査がスムーズに進展した。調査期間中は全昼食を村で御馳
走になり，一度も自費で食事をとることがなかった。本調査研究は愛知学泉女子短期
大学の中田睦子氏との長年にわたる共同研究の一環であり，今回は筆者のゼミ生の横
田健治君と大阪市立大学大学院の山田敦君の協力を得た。これら多くの方々にここに
感謝の意を表したい。
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また，筆者達の訪問時は前港村の村廟である真如殿の廟祭に当たり，廟のさ
まざまな行事を見ることができた。真如殿では3月22日に湖北省武当山（廟神
の玄天上帝の故郷）への進香団を迎えて数千名参加の盛大な仮装行列が行われ，
農暦3月初3日（新暦3月25日）を最大の行事として，その前後の農暦2月29日
～3月初6日までの約1週間にわたり多彩な行事が行われた。夜には，大宗祠
前の舞台で歌仔戯や木偶戯(人形劇)・歌舞団（カラオケやダンスといった現代的出
し物)が連日開演され,．舞台の前庭は昼間から席取りの長椅子が並べられ，夕
方の開演時には各家の屋根の上まで多くの人で溢れるばかりであった。かつて
迷信として徹底的に批判され，完全に解体されたと考えられていた様々な廟祭
祀が完全に復活していた。台湾彰化県鹿港鎮に住む施氏一族は故郷の前港村真
如殿の玄天上帝の神像を携帯して渡台し，鹿港鎮に同じ真如殿を建立して祀っ
てきた。近年ほぼ毎年のごとく玄天上帝を前港村の真如殿へ里帰りさせ，祭祀
を行っている。当初， この時期に里帰りさせる予定であったが，今回は行わず
に4月中旬に行うことになり，その行事は見ることができなかった4)。
4）1993年春の農村実態調査研究は，3月19日に日本を出発し，香港からそのまま眞門に
入り，厘門で1泊して翌日に廩門国際空港で台湾とフィリピンからやって来た「世界
臨濃施氏宗親総会回郷慶典団」と「旅非臨濃堂回郷懇親団」「旅非晋江前港同郷会八
度回郷懇親団」「旅非首峯校董会回郷懇親団」等に合流して石獅に行った。 21日午前
には前港村尊道小学校師房大慶落成式，午後には龍湖湖畔での晋江臨濃堂莫基典禮，
西溥村の溥聯学校・首峰村の首峰学校・龍園西湖村の恢齊学校を訪問見学, 22日には
南僑中学施家羅施性水紀念館落成典憩式に参加した。22日夕は台湾の訪問団と一緒に
泉州市に宿泊し， 24日午前中に龍湖鎮へ戻り，24日からは前港村近くの僑聯大慶に宿
泊して30日午前中まで調査を行った。30日～4月2日は厘門大学を訪問して資料収集
と書籍購入に当て， 2日午後に香港へ出て， 4日に帰国するという日程であった。施
氏一族の行事や宴会ではフィリピンと台湾からの訪問団と行動を共にし，大変親切に
して戴き，彼らの遅しい行動力や同族に対する考え方等，研究上において非常に参考
になった。また，各村での行事や宴会に出席し， 日本からの研究者として紹介され，
村民達から信用され，後の調査がしやすくなった。例えば，尊道小学校師房大慶落成
式典での宴会は円卓が10卓，角卓が48卓の計58卓が用意され,1卓に10人が坐ったと
して， 580人が参加したことになり，これだけ多くの人達に筆者達は知られることに
なった。この調査では駒沢大学仏教研究所の都通憲三朗氏と関西大学経済学部三回生
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ところで， 1949年の革命後，すでに40数年が経過し，農村ではその間に土地
改革，互助組・初級合作社・高級合作社といった社会主義改造， 1958年の大躍
進運動と人民公社化，大躍進の失敗に伴う経済調整と人民公社の整頓， 1966年
からの文化大革命，そして1978年12月に開催された中国共産党第11期三中全会
による「改革・開放」へと路線が転換し，農村社会は大きく揺れ動いてきた。
このような解放後の歴史的変遷の中で，中国の伝統的同族組職は共産党の各種
の政策により潰滅的打撃を受けたと言われてきた。しかしながら，近年の対外
開放政策は外国在住の華僑・華人の帰国を認め，東南アジアや香港・台湾から
多くの同族が帰郷し，故郷に錦を飾る各種の寄付を行い，郷村建設に大きな役
割を果たしてきた。その結果， これまで完全に解体され存在しないと思われて
いた同族組職は息を吹き返し，その再編は積極的に行われ，祖廟(宗祠)や村廟
が修復され，祖先の墓が改修されたり，同族祭祀等も賑やかに実施されるまで
に到った。また，華僑‘華人は故郷の道路や橋，発電所の建設，学校の校舎建
設等の教育投資，老人会活動への寄付，公共建築物への寄付等をも積極的に行
の里田剛君の協力を得た。また，調査において前港村や衙口村だけでなく，龍園（施
氏小宗)，金井鎮，洋霞(洋江施氏宗祠)，蘇庄舗，土地寮（施氏茂諒宗祠)，西舎（茂
諒公宗祠・恭徳堂)，蘇坑(施氏家廟，毅山施公家廟)，哺頭(施氏宗祠)，西岑（岑江
施氏宗祠)， 前哺（施氏家廟)，粁頭， 洪渓（施氏宗祠・成徳堂)，東后（施氏家廟・
銘徳堂）を訪問した。このうち，金井鎮と蘇庄舗と粁頭を除く他の村々には宗祠や家
廟があり，各分節の老人達は族譜や家譜を大切に保持しており， これにより彼らの系
譜を把握することができた。また，調査中の昼食は全て農家で御馳走になり， ある時
には夕食まで御馳走になり，朝村へ入ると夕方宿舎に帰るまで村に滞在することがで
きた。これは何よりも客を大事に持て成す福建南部の文化的伝統であり，本地域の経
済的発展によるところが大きいと考えられる。また，その頃がちょうど村廟の祭りで
もあったため，歓迎してくれたことにもよる。祭りの時期でもあったためか，農家で
食事している際に多くの乞食に出会った。この地域は景気がよいせいもあって，安徽
省からの「花鼓隊」を始めとする子供連れの乞食が農家を訪問し， その庭先で楽器を
演奏したり歌を唱ったりして金銭を貫うのに出くわし，解放前には多かったと聞いて
いる安徽省の「花鼓隊」が現在でも見受けられるのは、 「改革・開放」の矛盾が一層
拡大しているからと思われた。お世話下さった方々は数十人を超えるため， そのお名
前を一々列挙することはできないが， ここに感謝の意を表したい。
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い始めた。僑郷(華僑の故郷）は外国にいる「同胞」とつながることで，過去に
おいても各種の息恵を受けてきたが，現在再び「海外同胞」と結びつくことで
経済的繁栄を取り戻し始めた。言い換えれば，僑郷は「葬僑吃僑」 （華僑に依存
して生活する）と，外国に居住する華僑・華人を抜きにしてその繁栄を語るこ
とができない。一方，華僑・華人は，彼らと言語・風俗・習慣・文化を同じく
する故郷へ積極的に投資を行い，独資（100％の外資）あるいは合弁・合資の，
いわゆる「三資企業」は委託加工工場を創設し，地元経済と強固に結びつき経
営を拡大している。これがいわゆる「晋江モデル」であり，脚光を浴びている
華僑・華人ネットワークを基礎にした華南経済圏の実態である。
筆者が調査した晋江市に祖籍を持つ台湾・香港・マカオ「同胞」は100余万
人といわれている5)。調査村の前港村の農民は清代に台湾へ移民し6)，19世紀
末～20世紀初にはフィリピンやその他の南洋へ移民した。現在では，本村から
香港・マカオへ出国する人が後を絶たず，近年すでに1,000余人が香港へ出稼
ぎに行き，村の青壮年人口は減少した。本村の歴史は外国への出稼ぎ移民の歴
史でありう=「海外同胞」との交流の歴史である。外国移民の歴史を抜きにして，
本村民の社会経済生活は存在しなかった。それゆえ，華南経済の繁栄は華僑・
華人との結びつき，特にその族的結合を基礎にしており，華南経済圏の分析に
おいて同族組職の考察を欠くことができない。
本稿は，これまでの溥江派施氏一族の研究を踏まえ，銭江派施氏の同族組職，
特に前港村の同族組職がどのような歴史を辿り，解放後の社会主義建設の中で
どのような変遷を辿ったのか，華南農村の同族組職の分析を通じて中国社会主
義改造と建設の実態を考察しようとするものである。さらに，本地域の華僑・
華人の歴史と現況，特に華僑・華人ネットワークを調査と入手資料により再構
成し，地域経済開発における族的結合の意義を併せて考察するものである。
5）前掲「晋江巻』p.30．
6）拙稿「移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成一台湾華人社会研究序論一」関西大学
『経済論集』（第42巻第1号，1992年5月）において台湾施氏一族の調査研究を整理
したので，参照されたい。
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写真1 前港村の楼門まで迎え
に来た生徒達。
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写真2村内をパレードする帰
国華僑・華人の一団。
篝
篝
写真3 前港村尊道小学校に寄
贈された教員宿舎。
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I
写真4衙口村南僑中学校に寄
贈された記念館。
…
鍵繍
蝿韓
＃
爵
写真5 龍湖湖畔に建設する予
定である湖濱大廩（ホ
テル）の地鎮祭。
写真6衙口村南僑中学校講堂
に参集した式典参加者
達。終了後， ここで盛
大な宴会が催された。
騨
鞘
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Ⅱ銭江派施氏の分節化と移住
施氏の源流は河南省新鄭県から峡西・山東・河南・江蘇・断江の各省を移動
し，最終的には福建省の各県へと移動している7)｡台湾の施氏一族は河南省固
始県を経て， 福建省晋江・泉州・同安・安溪・潭浦の各県や，広東省饒平県
等の華南一帯へ移住した者の子孫である8)。その最大は晋江市へ移住した子孫
で，現在晋江市には約13万人の施姓がいるといわれている9)。施氏には澪江派
と銭江派とがあり，本稿で考察する前港村の銭江派施氏はその最大組職であ
る。銭江派施氏の由来は，秘書丞・施典が唐昭宗の乾寧元年(894年）に唐王朝
の南渡に従い， 河南省固始県から福建省晋江県鴛鴦港南岸（陽渓下流）へ遷居
し， ここを施暦郷と名付けたことに始まる。本地方では「溪」を「港」と呼ぶの
が習わしで，施暦郷は陽溪の南岸(手前)にあるので前港と呼ばれるようになっ
た'0)。それゆえ，前港へ移住した施典は銭江派施氏の開基祖となった。典には
2人の息子がおり，長男・敬敷の系譜は長房派，次男．敬承の系譜は二房派に
分化し，現在に到るまで両派は存続し，その組職は台湾へも引き継がれている。
前港村から他村へ移住して行った銭江派施氏の分節は，第1図に見られるよ
うに長房派下では8世・啓が艫仕村へ移住， 9世・仁は玉井村へ移住した。10
世・惟悦には3人の息子がおり，長男の仲名は石眞村へ，次男．仲徳は后宅村
へ，三男・仲美は福清県へ分節した。仲美が福清県へ分節したのは，当時すで
7）同上論文の第1図「施氏一族の移動図」を参照されたい。
8）同上論文では，施氏一族の各地への移動と分布を考察しているので，参照されたい。
また，近年，衙口村と前港村の施氏一族は断江省と江西省へ人を派遣して，他地に居
住する施姓について調べ，交流を計ろうとしている。
9）農民の応答に基づくが，数値の根拠が何に基づいているか不明である。
10）前掲拙稿「中国における同族組織の展開とその実態」を参照されたい。ところで，溥
江派は銭江派に遅れること6世．255年（計算すれば257年になる)，宋孝宗の隆興元
年（1163年）に施炳が河南省光州府固始県より福建省福清県高楼郷へ遷居した。そし
て，次子の英が淳煕2年（1175年）に銭江派が居住する晋江県陽渓の北岸（后港）の
衙口村へ移住した。
53
ー一画一口一で一一一＝一
關西大學「經濟論集』第43巻第2号（1993年6月）
第1図銭江派施氏の系図
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出所）施振民「非律濱華人文化的持續」『中央研究院民族学研究所集刊』第42期，1976
年, p､194,施性水・施至徳主編『臨灌施氏族譜』（フィリピンで刊行)1961年，
施學吉・施暫渡『臨濃施氏族譜』（台湾で刊行）1968年より作成。
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に溥江派が固始県から福清県へ移住しており，その一派が福清県に居住してい
ることを知っていたからである｡14世・添齊には4人の息子がおり，次男は安
溪県へ移住し，残り3人の息子のうち長男・祖は石盧村東頭へ，三男・宗は中
扮へ，四男・統は暦后へ分節した。仲徳の孫・14世の華は西岑村へ，宗の子で
ある15世・約の系譜は草田村と許婆庄村へ分節した。それゆえ，これらの村庄
は現在でも銭江派下員が数多く居住する村々である。二房派下は前港村の主流
であり， その大部分が前港村に留まった。そして，前港村内で分化していっ
た。二房派下で他村へ分節した系譜には，澤夫の長子である12世の可興が哺頭
村へ，次子の可進が蘇坊村へ分節し，可興の子・瑠林は瑠林村へ， 15世・鏡は
洋(椿)霞村へ分節した'1)。
前港村での二房派下の系譜を見ると，現存の分節では，①西庫扮，②引東扮
(南示[勢]尾)，③后角扮,④上辛(新)暦扮,⑤観音庁扮,⑥大暦扮,⑦新暦扮(三
港，二港祠堂前)，③下埋扮(后庁，宮口，北示［勢］頭）の8分節があり（以下，
各分節末尾の扮を省略する)， これらの分節は村内に分居している。第1図に見ら
れるように，①西庫は12世・茂を始祖とし，②引東は13世・偉を，③后角は14
世・題を，④上辛暦は14世・慶を，⑤観音庁は21世・肇開を12)，⑥大暦は21世
・太豐を，⑦新暦は23世・溶鶴(純齋)を，③下埋は21世・太盛を開基祖とし，
各分節には祖先の位牌を祀る祖庁があり，分節によってはさらに分化して複数
の祖庁を持つところがある。同時に，各分節はそれぞれの地域の守護神を祀っ
ており，廟宇がない分節では祖庁内に安置している。
11）溥江派と銭江派の分化については，族譜に書かれた内容と実際に調査した内容とが異
なっている。例えば，強大派閥が弱小派閥を吸収したり，跡継ぎが途絶え他から継嗣
を行っていても族譜上ではその旨が記載されていなかったり，誤魔化しが行われてお
り， この点は各分節が所持する家譜と聞き取りから明らかとなった。この点について
は別稿で詳細に論ずるとして，本稿では銭江派の正統的族譜からのみ論ずることにす
る。
12）その他に『重修晋邑銭江観音臨施氏家譜余系支圓』があった。恐らく，前港村の各分
節も家譜を所持しているものと考えられる。 というのは， 1993年春の調査では，溥江
派と銭江派の各村を訪問し聞き取りをしたが，各支派にはそれぞれの家譜を所持して
いたからである。
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以上の分節は第1図から判明したように，銭江派施氏の村庄には前港村の他
に，傭仕村・玉井村・石眞村・后宅村・草田村・許婆庄村・哺頭村・蘇坑村・
珸林村・洋霞村・坑尾村・西岑村がある。前港村には8世・夢説が建立した銭
江派施氏の大宗祠としての銭江派施氏家廟（中秘堂とも呼ぶ）があり，各地には
各分節の祠堂がある。例えば，石盧村の東頭に諾性施公宗祠が，中扮に施氏宗
祠，暦后に施氏家廟，坑尾村に施氏祠堂，洋霞村に洋江施氏宗祠，蘇坑村に施
氏家廟，哺頭村に施氏宗祠，西岑村に岑江施氏宗祠がある。
銭江派には乾隆13年(1748年)に編纂された『温陵銭江施氏族譜』32巻があ
り， これを23世・曜が『銭江施氏族譜』として重修している13)。族譜は，巻一
が譜例・家規・廟儀・修譜面告廟文・對聯等が記載され，巻二～巻四が生支総
図で，巻五は1世から15世までの世次，巻六～巻三十一は16世から20世まで各
分節の系譜を記載している。そして， 巻三十二は祠図（大宗祠図） ・墓図・制詰
・行述・誌銘となっており，族譜から分節の歴史を窺うことができる。
Ⅲ前港村銭江派施氏の分節と集住
前港村は第2図に見られるように陽渓(鴛鴦港)を挾んだ衙口村の対岸にあ
り，現住戸数は496戸，人口が2,300余人で，現存世代の最長は27世，排(輩）
行字でいえば「閣」である。前港村には大宗祠の銭江施氏家廟があり，村廟と
して玄天上帝を主神とする真如殿がある。本来，真如殿は海岸近くの松林の傍
にあり， この旧殿は6世が建立したと言われている。元・明代には福建四大祠
廟の一つに数えられるほど大規模な寺廟であったが，倭題の襲撃で消失したと
言われている14)。真如殿の祭祀は農暦3月3日に行われていたが，近年再び廟
13）観音庁祖庁を訪問した折り，そこにいた農民に聞き取りしたところ，観音庁は21世・
肇福を始祖とする応答が返ってきた。これは第1図の系譜と異なる。
14）真如殿について，多くの老農がその伝説を聞かせてくれた。元々，海岸にあった廟は
謝霊公宮で元代（明代？）に倭冠により破壊され，神像を家廟に安置したが，後に小
廟を現在地に建立しぅ移転させた。現・真如殿は1983年に外国に居住する同族からの
援助で修復された。台湾の鹿港鎮にある真如殿の玄天上帝像はここから持ってきた神
像である。
56
僑郷における同族ネットワーク（石田）
0
第2図晋江施氏派系分布図
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出所）施振民前掲「非律濱華人文化的持續」p.193
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祭祀が復活し，廟内には祭祀の会計報告が紅紙に書かれ，貼られている。既述
したように， 宋代に玄天上帝を湖北省武当山に里帰りさせたという言い伝え
から，農暦2月15日に村を出発し，20日に湖北省武当山に到着し，22日に武漢
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写真7湖北省武当山進香団を歓迎
する真如殿のパレード。
写真8パレードには童占Lまでが参
加していた。
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驚蕊
写真9 南洋華僑の豪華な屋敷。 1949年の革命により空屋とな
り，今回のフィリピンからの帰国団に見せるためか，
わざわざ庭を掃き清め，門戸を開いたままにしている。
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写真10進香団のパレードを歓
迎するため前港村・銭
江施氏家廟前で爆竹を
鳴らして歓迎する村人
達。
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から列車に乗り，福州へ到り，福州からバスで村へ帰ってきた。農暦2月30
日（新暦3月22日）にはこれを村民総出で迎え,盛大なパレードを挙行した｡施氏
家廟前の紅紙に3月15日付けのパレード役割分担表「本境玄天上帝武当山謁祖
進香迎接工作安排」には，①「篝備委員会名単」に31人，②「工作分配安排」
に18組，③｢前港村真如殿玄天上帝公謁祖進香往坑尾村迎接隊伍次序｣，④「訂
於農暦二月三十日上午八点以前各房組織隊伍到尊道新校舎大操場集中往坑尾村
迎接上帝公｣，⑤「附代通知」と書かれてあり，全村民にパレード参加を要請
していた。パレードの衣装や馬や飾りは借り物で，当日は台湾でよく見かけら
れる童占Lまでがパレードに参加していた。武当山へは二十数名を派遣し，その
うち8名は公費(華僑からの寄付金を1人につき500元補助，不足分は個人負担）で派
遣し，残り十数名は自費参加であった。今回の祭祀のために5万余元を費やし
たという。祭りのお供え物は初日の農暦2月30日は全村民が一品を，翌日から
は各村民小組(生産隊)が輪番に供える決まりとなり，そのことが紅紙に書かれ
て廟の壁に貼られてあった。例えば，2日目の農暦3月1日は第11隊と第12
隊， 3月2日は第9隊と第10隊,3月3日は第7隊と第8隊,3月4日は第5
隊と第6隊， 3月5日は第3隊と第4隊，最終日の3月6日は第1隊と第2隊
というように，人民公社時代の集団組織が廟祭祀運営にそのまま利用されてい
る。一方，村民の寄付は各分節名の横に個人名が書かれて貼られてあり，各分
節が村廟祭祀の単位として機能していることも窺える。
第1表から各分節の組織状況を見ると，祖庁は各分節の所有で，その中には
個人の位牌や棺桶が置かれ，故人の命日には紙銭を燃やしてその冥福を祈るこ
とになっている。
①西庫は現住戸数が10余戸で，最小の分節である。西庫祖庁(下西庫庁)で
は，その中には位牌や棺桶が安置され，その右側には地域神の五阿爺が祀られ
ている。
②引東は50余戸で，南示尾祖庁と引東祖庁がある。地域神の四王府は南示
尾祖庁の向かいの家に安置されている。この神像はこの家の者が海で拾って持
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第1表各分節の組織状況
ﾕ73
≧話臺§| ㈱基祖 ｜ 尋繍｜弾醗瀞|現篇教|薑神鬘’村民小組との関係
銭江派'1世･典|銭江施氏家廟|玄天上帝 ’ 4961真如殿|計蝿
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（下暦）
上辛暦祖庁
観音庁祖庁
（照培）
大暦扮祖庁
（大暦）
新暦扮祖庁
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下埋祖庁
（后庁）
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四王府
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観音蛎
玄天上帝・
福徳正神
包阿爺・杏阿爺
??????
祖庁内
民家
祖庁内
施王
府廟
祖庁内
祖庁内
祖庁内
民家
60余
約95
30余
約60
約170李阿爺
出所）聞き取りと『銭江施氏族譜』より作成。
新暦扮には祖庁が二落と三落，桐堂前の三つがあり，祭神の包阿爺は二落に，杏
阿爺は詞堂前に安置されている。現在，下埋の后庁祖庁が再建中のため李阿爺は
付近の民家に把られている。李阿爺の祭杷は農暦の10月26日である。ところで，
下埋には后庁と宮口，北示頭の三つの祖庁がある。
ち帰り，祀り始めたもので，向かいの農家が家屋を新築したので，神像だけを
この家の老婆の部屋に祀り，老婆がその世話をするようになった。
③后角は90余戸で，后角祖庁(下暦)に周阿爺を祀っている。后角派下の農
民にどのように祖先祭祀を行うのか質問をすると，個人の誕生日と命日に祖庁
で紙銭を燃やして拝々し，清明節に墓参りを行う。大躍進期や文革期も普段と
変わらなかったという｡
④上辛暦は60余戸で，上辛暦祖庁は古い建物が壊れたので，1987年にフィ
リピン華僑の寄付で再建した。この祖庁には中央に紅い布を掛けた大木牌が置
かれているが， まだ文字が書き込まれてはいない。また，屋根には銭江上辛暦
と書かれてある。同様に上辛暦の施王爺を祀る村廟・施王府も祖庁とは別に再
建され，毎年農暦9月16日に祭祀が行われており，廟内には前港村と前港新村
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(新郷)からの寄付金が紅紙に書かれ，貼られてある。
⑤観音庁は約95戸で，観音庁祖庁(照塙)があり，そこには大木牌と小さな
個人の位牌が置かれていた。大木牌には， 「後厭昌且」として「本支派歴世祖
考批萱外亡幼瘍以及年遠無稽之霊統神位」と書かれてある。
⑥大暦は30余戸で，大暦祖庁は観音庁祖庁と新暦祖庁の斜め向かいにあ
る。中央に祖庁があり，左手に玄天上帝が安置されており，両側の壁際には棺
桶が5個置かれている。祖庁の空き家には，隣の製材所で働いている外地から
の労働者が住み込んでいた。また，祖庁の右癩の一部屋には福徳正神(土地公）
が祀られている。
⑦新暦は約60戸で，香港・フィリピンへ出ている者が多い。村の老農に新
暦の戸数を聞いたところ約110戸という応答があったが，直接に新暦の派下員
に聞いたところ約60戸であった。人口センサスによれば本村の戸数は496戸で
あるが，各分節の戸数を合計すると約600戸となる。この差の約100戸は近年
香港へ出稼ぎに行っている戸数である。最近では香港へ100余人が出稼ぎに行
っているという。新暦には三落・二落・祠堂前の三つの祖庁があり，派下員に
聞いてもどこで分化したのか不明であり，家譜はないかと質問したが，文革で
全て焼き捨てられ残っておらず， 自己が所属する分節であっても，派下員と認
識してはいなかった。二落祖庁に大きな木牌があり， その中央には溶鶴(純斉）
という文字が見える。この点を何度も質問すると，家譜を整理して持っている
という村の知識人が現れ，第3図を見せてもらった。新暦祖庁（代表は三落）は
祖庁の前に中庭があり，後ろにも中庭がある三層構造で，正庁中央には位牌が
置かれている。二落祖庁の右手には包阿爺(福徳正神）と書いた紙が貼られてい
る。また，祖庁内には草軽が沢山ぶら下げられており， これは棺桶を運ぶ人が
履く草畦で， 2年間ここにおいておくことになっている。祠堂前には杏阿爺が
祀られている。
③下埋は最大の約170戸で，下埋の祖庁には后庁,宮口，北示頭の三つがあ
る。下埋の代表祖庁は后庁で， ここには中央に位牌，右手には李王府(李阿誘）
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第3図前港村新暦扮の系図
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出所）前港村新暦扮（三落）の施清愈氏所蔵の「家譜」より筆写。
を祀っている。 1993年春の調査では祖庁が再建中のため李王府は人家に祀られ
ていた。北示頭祖庁は1993年2月29日に落成式を済ましたばかりの新祖庁であ
り，宮口祖庁は真如殿の斜め前にある。下埋の分化は，次ぎのようである。第
1図にみられるように，下埋(后庁)の開基祖は21世の太盛で，太盛には建譽・
立譽・業譽・旺巻の4人の息子がおり，建譽の系譜は宮口を分離独立させ，立
譽の系譜と業譽の系譜が后庁を受け継いだが，後に業譽の系譜が北示頭を立て
た。旺譽の系譜は絶戸となった。
以上のように，各分節毎に祖庁があり，特定の分節はさらに分化が進んで，
数個の祖庁を持つ場合もある。分節とは地域単位の角頭(角路)でもあり，地域
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毎に地域神を祀っている。なぜそのような神像を祀るようになったのかを，あ
る農民は次のような故事を話してくれた。后角と新暦と后庁の派下員が一緒に
塩を売りに出かけ，帰路に着いたときに雨が降り始めたので，風雨で壊れた廟
を捜し当て雨宿りをした。この廟には三つの神像が祀られており，誰も焼香を
している気配がないので，各自が一つずつの神像を持ち帰り，后角は周仔(阿）
爺，新暦は杏仔(阿)爺，后庁は李仔(阿)爺を祀るようになった。既述したよう
に， これらの祭神は上辛暦を除いて全て祖庁内に祀られ，同族の単位と地域の
単位は一体化していることが窺える。また，どの分節でも各祭神の誕生日には
祭祀を催し，その費用は分節の派下員によって負担しており，その会計を紅紙
に書いて祖庁内の壁に貼っている。解放前からの農村の集団性や人的結合にお
いて，銭江派としての同族組織や村廟の真如殿，村内の各分節や祖庁，あるい
は地域の祭神が大きな役割を果たしてきた。
解放前において，銭江派には族長と各房長がおり， 18力村で祖先祭祀を行っ
た。銭江施氏家廟(中秘堂)では毎年旧暦の正月15と11月15日に祖先祭祀を行
い， 6年の輪番制で6力村が運営を担当した。というのは，小村には財産がな
いので祭祀の担当から外された。例えば，初年度は前港村(后宅新村を含む)，
2年目に石眞村(妙暦，山尾，杏坊，古婆庄，福全を含む)，3年目は坑尾村(洋〔椿〕
霞を含む)， 4年目に哺頭村(后宅，林哺内，瑠林を含む)，5年目に石獅鎮， 6年
目に西岑村と輪流した'5)。祖先祭祀の経費は，①前港湖での養魚収入と，②海
15）各分節の輪番による祖先祭祀は，移民先台湾での真如殿の廟祭に持ち込まれており，
地域神の祭祀が同族の分節単位(移民先では地域単位）により輪番に運営されている。
前掲拙稿「移民社会台湾の同族結合と宗親会の形成」を参照されたい。同じことは台
湾彰化県鹿港鎮の溥江派樹徳堂伽藍公の祭祀においても見られる。例えば，子年に宜
興，丑年に四柱，寅年に標上，卯年に牛磨辰年に赤蝦，已年に四房，午年に仕林，
末年に九耳， 申年に五柱，酉年に旧房，戌年に三舎，亥年は金持ちが輪番でその祭祀
を担当しており， これらの名称は各分節の名称であり，移民先では地域単位ともなっ
ている。現在の衙口村の村廟は定光庵であるが，伽藍公は本来衙口村の全体の祭神で
あった。しかし，以後衙口村を構成する各屋がそれぞれ自己の神像を祀りはじめるよ
うになり，結果的には南屋の祭神となった。しかし，台湾では清代の旧い形式をその
まま留めており，伽藍公を溥江派全体の祭神として樹徳堂に祀っている。
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写真15新暦扮二落祖庁の内
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は棺桶。
鐸
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篝 写真16仮安置の下埋扮后庁祖庁。左手のビニールに包まれたのは棺桶◎祭
神の李阿爺は民家に仮
安置されている。新祖
庁が建立されれば一緒
に祀られることになっ
ている。鱗
騨蕊
写真17下埋扮北示頭祖庁。フ
ィリピンの派下員の寄
付により再建された。
右手に見えるのは棺
桶。
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外華僑からの寄付で賄い，不足分については担当村が負担した。衙口村では靖
海大将軍・施浪の財産でもって族産を設定できたが，前港村は有力な官僚を排
出しておらず， これといった族産がない。全く官僚を排出しなかったかと聞け
ば，清代に施士浩が進士となり，眞門県知事になっており，民国期に施肇基が
アメリカ大使になったと自慢する。しかし， 『臨濃施氏族譜』では施肇基は晋
江県人ではなく，江蘇震沢鎮人である。家廟内の位牌はすでに解放後に消失し
た。
Ⅳ社会主義建設下における同族組織
1． 社会主義基層組織と同族組織
前港村内の銭江派施氏の分節状況は，第1表のように8分節があり，その開
基祖は12世から23世に及んでいた。各分節は第4図に見られるように地域毎に
集住しており，その規模は最大が下埋の約170戸，最少は西庫の10数戸である。
各分節には派下員の位牌を祀る祖庁があり，そこには位牌や棺桶が安置されて
いる。同時に，各分節は地域単位の角路でもある。それゆえ，各分節毎に地域
を統合する廟神が祀られ， まだ廟神を祀る廟字のない地域は廟神が祖庁内に祀
られており，同族組織と地域組織が一体化していることが窺える。そして， こ
のような村落内の小組織が社会主義改造・建設の単位へと継承されていった。
ところで，老人の話によれば，解放前において本村の同族間の相互扶助等は
すでに希薄となり，相互の助け合いはあまり見られなくなっていた。比較的近
親の者達のみが困った時に互いに助け合う程度のものであったという。しか
し，本地域一帯に繰り広げられた械闘(同族問の武力衝突)は有名であり，その
原因には同族派下員の面子が潰されたり，経済的利害対立が生じたりしたこと
に起因しており，死亡者だけで34人に及んでいる16)｡族的結合が弱いのであれ
ば， 自己の生命や妻子の生活を犠牲にまでして,なぜこのような大規模な械闘
16）施伯筬「前后港大規模械斗概況」『晋江文史資料』第3輯， 1983年3月を参照された
い。
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第4図前港村内各分節概況図
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出所）村民に描いてもらった地図を基礎にして作成。
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を繰り広げたのであろうか。ところで，老人の話では族的結合の希薄さは解放
後も続き，解放後においては銭江施氏家廟での祖先祭祀や真如殿での廟祭を行
うということは全くなくなったという。というのは，解放後にこれらの家廟や
廟神を祀ることは迷信であり，社会主義に反するものとして批判され，破壊さ
れた。具体的には，祠堂や寺廟の位牌や神像は土地改革により撤去され，建
造物は1950年代に公共のものとなった。祖庁は文革によりその内部が破壊され
たが'7)，その時期までは公家(派下員の共有物）として維持されていた。家廟内
の位牌(木碑)は大躍進期の製鉄運動の際に燃料として利用され，燃やされてし
まった。
前港村は1951年9月から土地改革を実施した18)。解放前の前港村の行政単位
は霞哺(波)鎮前港塗(鎮長は前港村人)であり，解放後は晋江県第3区前港郷と
なり，前港郷は前港・后宅・前港新村(地図上では「新郷」となっているが，農民
は「新村」と呼ぶので本稿でも新村とする）の3力村で構成され，戸数が約450戸，
人口2,000余人であった。そして，前港郷に農民協会が成立し，農会が土地改
革を指導した。
土地改革時の前港村の戸数は320余戸で，前港北村と前港南村の二つに分け
られ，それぞれが土地改革の単位となった。別の応答では，戸数400余戸で，
人口が1,800人であり，戸数の50%は外国に居住する親戚がいた。前港北村は，
130余戸で，階級構成は地主が1戸，富豊が1戸いた。前港南村は，戸数が190
余戸で，華僑地主が1戸いた。その他の階級構成については農民の記憶が鮮明
でなく，前港村全体では富裕中農が2戸で，中農が約30％，貧農が約50%,華
17）農民の応答では祖庁は1963年～64年の文革の開始によって破壊されたとのことで，
1963年～64年はまだ文革までには到っておらず，文革前の社会主義教育運動の時期で
あることから，社会主義教育運動の中でこのように取り扱われたとも考えられる。
18）解放後の歴史的変遷については農民達の記憶は非常に暖昧であり，応答者によりその
話す内容が異なる。ここでは，老幹部達に集まってもらって聞き取りした時の内容を
基礎とする。これら老幹部達は自己の記憶を呼び起こし， お互い議論しながら当時の
ことを話してくれた。
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僑商工業12戸，雇農が 1戸という応答であった19)。地主の規定は12畝以上の土
地を所有し，雇農（長エ）を使い，水牛や耕牛・杷等の農具を所有する者であっ
た。華僑地主は南洋へ出稼ぎに行き，儲けた金で土地を購入し，雇農を使って
農業経営している家，家族の一部は外国に居住し，家族の一部は本村で生活し
ていた。前港村の地主の規定は13畝以上の土地を所有し (15畝以上を所有する地
主は存在しなかった），自ら農業労働に従事せず， 長工を雇用して農業経営をす
る家である。土地改革当時，前港村の全耕地面積は 1,300余畝で， 1戸当たり
に換算すると4.06畝となる。土地改革運動においては，本村では家廟で訴苦大
会を開き，地主を殴ったりもしたが，関係が良ければ殴らなかったという。土
地改革時，外国在住華僑は帰国せず，家屋は没収されなかったが，その土地は
没収された。現在も華僑・華人の立派な家屋は村内の到るところに残ってい
る。土地改革では 1人当たり 0.6畝の土地が分配された。しかし，これだけの
土地では生活ができず，解放前と同様に副業に精を出さねばならず，この土地
には各地に塩田があるので塩エとなったりして，漸く生活が可能となった20)。
1952年に互助組が8組成立した。前港の分節であり地域単位でもある角路が
（角頭）が八つに分かれているので， 1分節毎に 1互助組が設立されたと考えれ
ば非常に論理的で納得できるのであるが，心ずしもそうではなかった。互助組
の形成は分節を飛び越え，村内の比較的遠方の者であっても人間関係の良い者
同士で互いに組織したからである。 1955年には初級合作社が14社組織され，前
港第 1社～第14社が成立した21)。1956年の高級合作社化は全農家を強制加入さ
19)別の応答では，地主（華僑地主） 2戸，富農1戸， 華僑商工業10戸， 貧農80彩であ
り，村民の70~80彩は華僑と関係があった。
20)土地改革についても家廟に集まった農民達に質問したが，応答者により内容が大きく
異なった。別の応答では， 本地域では土地が1人当たり 8分 (0.8畝） ~1畝あれば
何とか生活ができ，土地放革では1人当たり 1畝の土地を分配し， 1農家平均4畝～
5畝の土地所有になったという。
21)別の応答では，初級生産合作社は前港村に8社，后宅1社，新村に 1社という答えが
返ってきた。農民にとって互助組・初級合作社・高級合作社という社会主義改造期や
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せて，高級社4社を創設した。高級合作社と分節（角頭）との関係を見ると，前
港第 1社は下埋と上辛暦で組織し，前港第2社は引東と大暦，前港第 3社は新
暦と観音庁，前港第4社は后角と西庫とで組織するというように，基本的に分
節を基礎にして高級合作社を組織した。
1958年9月~10月に，龍湖人民公社が成立した。当初の人民公社は非常に規
模が大きく，湖北区公所が前港・后宅・新村•西薄・英暦・翁暦・庄暦・十三
施の村圧を管理したが， 1958年に前港・后宅•新村が前港生産大隊に，残りが
湖北生産大隊に分離した。成立当初の人民公社組織は軍隊組織と同様で，社会
主義社会へ向かう段階にあるとして農民は食・住・労働を共有した。前港生産
大隊には 6連（中隊規模，連隊）が成立し，前港村は第 1連～第4連，新村が第5
連，后宅が第 6連となった。そして，第 1連は前港第 1高級合作社が，第2連
は前港第2社，第3連は前港第 3社，第4連は前港第4社がそのまま移行し
た。ということは人民公社の連も分節を単位にして成立したことになる。大躍
進期には公共食堂が設けられ，共食を実践した。当初は銭江施氏家廟内に大食
堂が設けられたが，すぐに各連毎に公共食堂が設けられ， 1連は下埋に， 2連
と3連は引東にそれぞれ1カ所， 4連は后角に設立された。本村には，土地改
革で戻って来なくなった華僑の空き家が数多く残っており，これらの華僑個人
の家を公共食堂として利用した。
1959年には人民公社の整頓が行われ，連が廃止されて17の生産隊が成立し
た。前港村には第 1~第12の生産隊が，新村には第13生産隊と第14生産隊，后
宅には第15~第17生産隊が成立した。 1961年に后宅の 3隊は英林人民公社へ画
出し，前港生産大隊は14の生産隊となり，前港村には12の生産隊があった。生
産隊と分節との関係を見ると，西庫は第12生産隊，引東は第 6生産隊，后角は
第10生産隊と第11生産隊，上辛暦は第 1生産隊と第2生産隊，観音庁は第 9生
人民公社化期の認識は混乱しており，社会主義改造や社会主義建設は明確に記憶に残
っておらず，農民にとって社会主義とはそのようなものでしかなかったのかもしれな
＂‘ ゜
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産隊，大暦は第4生産隊と第5生産隊，新暦は第7生産隊と第8生産隊，下埋
は第3生産隊となった。最も生産条件の良い生産隊は新村の生産隊であり，も
っとも悪いのは第2生産隊であった。ところで，第 1生産隊には下埋の一部が
参加し，第 2生産隊には引東の一部が，第 3生産隊には同じく引東の一部が，
第4生産隊には后角の一部が参加したように，分節を中心にして生産隊は組織
されたが，分節と生産隊が完全に合致したわけではない。しかし，高級合作社
設立以降，基本的には同族組織の下部組織が社会主義基層組織となったことは
明らかであり，これを整理したのが第2表である。人民公社の組織構成は， 14
生産隊のまま文革中も変化がなく存続した。ただ，文革中は家廟や村廟・祖庁
等が破壊され，同族組織の象徴は存在しなくなった。
1984年に政社分離が行われ，龍湖人民公社は龍湖郷となり，前港生産大隊は
前港村となった。 14の生産隊は村民小組となり， 現在に到っている22)。しか
し， 現在これら 14の村民小組（第13組と第14組は新村）がどのように機能してい
第2表分節と社会主義基層組織との関係
分＼節期晶喜悶界l高魯麟良瑚論髯思繋ぶ195習9年羞～ 公共食堂行翡盟雙
西庫伶 前港北村 前港第4社 前港第生4産連大隊
引東伶 前港南村 前港第2社 第 2連
后角伶 前港北村 前港第4社 第 4連
上辛暦伶 前港南村 前港第1社 第 1連
観音庁扮 前前港港北南村 前港第3社 第 3連
大暦扮 前港南村 前港第2社 第 2連
新暦扮 前港南村 前港第3社 第 3連
下埋扮 前前港港北南村 前港第1社 第 1連
出所）聞き取りにより作成。
最初の大食堂は銭江施氏家廟内に設けられた。
22)前掲「晋江巻」 p.3。
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前港第生1産2大隊隊 村第民12小小組
第 6隊 第32 連 第6小組
第 101 隊 第4連 第101小小組
第 21 隊 第21小小組
第 9隊 第9小組
第 45 隊 第45小小組
第 78 隊 第78小小組
第 3隊 第1連 第3小組
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るのかを見ると，既述した村廟の真如殿の祭祀運営において残っている程度で
あった。というのは，多くの農民は儲けにならない農業を放棄し，若者たちは
他地へ出稼ぎに行って留守で，村内では学童と老人と女性しか見かけなくな
り，かつての主産業であった農業の比重は大きく低下し，集団経済時代の行政
的単位の意義が弱まったからである。また，蘇南農村のような集団経済に依拠
した郷鎮企業は未発達であり，親戚である華僑・華人や個人の投資による家内
工業が多く，そのためかつての集団経済の意義は一層弱くなったからである。
施氏家廟の向かいにある村公所 (1階が老人会の活動センターであり， 2階には村民
委員会や計画生育委員会・婦聯の事務所がある）には麻雀をする老人ばかりで，事務
を執る村幹部に出会ったことがなく，誰が村長であり，誰が支部書記であるの
かも不明であった。村内で最も活動している組織としては老人会しか目につか
ず，村幹部は進歩的（市場経済的）政策を採用することを恐れ，「思想の開放」
が遅れている。一方，一般村民は華僑や華人と結びついた実利を積極的に追求
しており，そのギャップは大きい23)。計画生育については 2人目の出産に対し
ては， 1,200元， 3人目には 3,000元の罰金を払えばよいと考えられており，こ
の地区の計画生育に関する条例が虚しく村民委員会事務室の壁に貼られてあっ
たのは印象的であった。
2. 外国移民，華僑・華人と同族組織の再建
本地区は海に面し耕地は少なく，農業生産力は非常に低い。多くの農民は半
農半漁と小商売で生計を立ててきた。前港村は深渥湾に深く抱かれ，耕地の多
くは砂地で，その80%に地瓜（甘薯）を栽培し，残りに落花生・大豆・水稲を栽
培した。水稲作は僅かで，主食は地瓜であった。それゆえ，解放前において戦
23) 1992年夏の調査の際に写した大最の写真を老人会宛に送ったが， 1993年春に訪問した
際にこの点を問くと，受け取っていないという。この時には同村の人や他村の人，地
域関係者にも送ったが，それらの写真は届いていた。なぜ届いていないのか，関係者
に問い合わせたところ，写真の所在は不明で，村内の人間関係が悪いため，受け取っ
た者がいたとしても他人に手渡したりしないということが明らかとなった。
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乱や飢饉があれば，農民は生計を立てることができず，海を渡って外国へ移民
していった。それが多くの本地区出身の華僑・ 華人の存在となった。
晋江県の移民史は以下のようである。晋江と台湾とは直線距離で僅か130海
里であり，朝に出発すれば夕方には台湾に到着する距離であった。これまでの
台湾移民には 3回の高潮があった。第一次は明末清初の大飢饉の発生であり，
福建省南安県出身の鄭芝龍（鄭成功の父）は数万人の沿海住民を台湾へ連れてい
き，開墾に従事させた。第二次は鄭成功の台湾収復時であり，約20万人が鄭成
功について台湾に渡った。第三次は1683年に福建水帥提督の施浪が2万余人の
水軍を率いて鄭氏政権を駆逐し，屯田開墾させ，これに従って多くの晋江県人
が渡台した。当初，清朝は渡台を禁止したが，乾隆初年より本地区から台湾へ
渡る者の数が増加した。 1784年に清朝は晋江県鉗江と台湾鹿港との間の往来を
認めたため，鉗江は台湾との主要貿易港となり，ここからの台湾への移民が増
加した。それゆえ，晋江県は台湾人の故郷の一つとまで言われるようになっ
た。資料によれば， 1988年において祖籍をを晋江県に指つ台湾人は 130余万人
であると言れわている 24)0 
1942年のアヘン戦争の結果，五港が開港し，晋江県から台湾への移民は南洋
への移民と変化した。特に，アヘン戦争後の社会治安の悪化や経済的困窮は
「華エ」として大量の「苦力」を南洋へ送出した。 1847年~1853年3月の間に
腹門から出国した「華エ」は 1万2,151人いたといわれており， 19世紀末~20
世紀初に毎年4~5万人が移民し，その中には多くの晋江県人がいた。民国以
後は東南アジア各国が「華エ」の入国を制限したが，各種の方式で密入国し，
このような状況は解放前まで続いた25)。1845年の香港の開港は，香港への移民
者を徐々に増加させ， 1930年前後には香港の晋江県出身者は 1,000人を数える
までになった。 1938年に日本軍が夏門を占領したため， 晋江県人は香港へ逃
げ，その結果5,000人~1万人にまで増加した26)。1949年の中華人民共和国の
24)前掲「晋江巻Jpp. 379~380。
25)同上書， p.17。
26)同上書， p.22。
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成立により香港・マカオヘの流民が急増し， 1950年代にも引き続き増加し，
1957年・ 1958年・ 1962年・ 1976年と1980年には香港・マカオヘの移民が最多と
なった27)。1980年には約30万人に達し，香港全人口の 6%を占めるまでになつ
た28)。資料によれば， 1953~1986年までの晋江県からの出国者は 9万 3,573人
で，その中で香港・マカオヘの移民は 6万2,641人 (66.8形）である29)。1978年
以前，晋江県から出国した者は 1万人を超え，そのうち香港への出稼きが最
多である。例えば，香港での本村出身者は 1,000人を数えるようになった。早
期に香港へ出稼ぎに行った者は，船務公司に雇用され，船着き場で働いた。最
近では建設労働が多い。香港で働くようになったきっかけは友人や親戚の紹介
で，まず公安局へ行き，海外関係の存在を申請し，許可を得て，香港へ出た。
1988年の不完全な統計によれば，祖籍を泉州市に持つ華僑・華裔は 600余万
人であり 30), 晋江に持つ華僑・華人（台湾を除く）は 124.3万人を数える。そ
のうちフィリビンに65万人，香港・マカオに 29.85万人，インドネシア 9.5万
人，マレーシア 7.5万人，シンガ北ール4.5万人である。フィリヒ゜ンの華僑・
華人の 90彩は福建省出身者であり，そのうちの 50%が晋江県出身者である。
晋江県の中でも龍湖・金井・石獅の 3郷鎮は代表的な僑郷である31)。華僑・華
人は故郷へ金を持ち帰ったり，送金したりしており，推計によれば，晋江へ帰
省する僑華・華人は延べ約 5万人で， 1人当たり持ち帰る金を 5,000香港ドル
とすれば年間2.5億香港ドルに達する32)。また， 1988年に台湾資本の晋江で独
27)同上書， pp.377~378。
28)同上書， p.22。
29)同上書， p.377。
30) 「泉州：外商開発区進入実質開発階段」「泉州晩報」 1993年 2 月 19 日。荘晏成•他編
「泉州巻」（中國沿海城市投資環境綜覧）華東師範大学出版社， 1991年によれば， 500
余万人とあり，福建省の一半を占めている。また，香港，マカオ在住の泉州籍人は69
万人である (p.4)。
31)同上書， p.378。童万亭主編「福建農業資源与区画（県級巻）」福建科学技術出版社，
1990年によれば， 晋江県の華僑と香港・マカオ同胞は110万人で， 全国でも著名な僑
郷である。 p.458。
32)前掲「晋江巻」 p.382。
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資と合資による工場設立は18件あって，総投資額は6,833万元であった33。台湾
人が帰郷する回数は増加し，投資も多くなり，両岸の経済関係は一層緊密にな
りつつある。
3. 地域経済発展と華僑・華人
農民の話では， 1971年に文革が一段落し，これ以後フィリビン施氏との交流
が再開し， 1970年代から寺廟等の改修が始まった。台湾施氏とフィリビン施氏
とは戦後すぐ交流を再開したが， 1987年11月に台湾は中国への「探親」（里帰り）
を許可したので，一気に中台の施氏一族の交流が進展した。尊道小学校は海外
華僑・華人から 1,500万元の寄付を得て，現在の場所へ建設した34)。ある家で
は， 1986年に海外華僑との交流が始まり，生活は「馬馬虎虎」に（何とかマァマ
ァ良く）なったという。 1950~1986年の晋江県への華僑送金を見たのが第3表
である。この表を見ると文革期にも送金が減少しないことに気付かれる。龍湖
鎮は晋江の中でも最も華僑の多い鎮であり， 1992年 1年間に外国の華僑・ 華人
の郷村建設により家族・親戚への寄付だけでなく，教育や水利・ 電カ・道路・
33)同上書， p.385。
34)前港村の尊道小学校については非華前港同郷会「尊道学校創立八十週年紀念 1909-
1989」1989年，街口村の南僑中学校については『晋江南僑中学特刊 1946-1986」1986
年，后宅村の厚澤小学校については厚澤小学校斑締備委員会「福建省晋江県厚澤小学
建校二十周年盤教育学楼落成貶典専輯」 1992年が編集されている。福建省梢案館編
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「福建華僑桂案資料（下）』（梢案出版社， 1990年4月， pp. 1415~1419)には南僑初
中校蓋会についての資料がある。本資料を見ると，解放前から禎極的に故郷への汽船
・バス等の交通事業や電力等への投資を行っていたのは南洋華僑・華人であり，台湾
人は見られない。台湾人の公益事業への投資がほとんど見られないのは，当時台湾が
日本の植民地であったことも一因するが，福建省から台湾へ渡ってすでに200~300年
が経過しており，故郷に親戚や親族がいなかったり，その関係が希薄となっていたの
が大きな原因と考えられる。この点は現在の台湾の対中投資についてもいえることで
あり，フィリピンを始めとした南洋華僑に比較して，台湾の営利事業への投資は積極
的であるが，公益事業への投資があまり無いのはそのためと考えられる。
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第 3表 1950年~1986年晋江県への華僑送金の推移 （単位：万元）
年度 金額 年度 金額 年度 金額
1950 2,925 1962 2,146 1974 3,145 
1951 4,306 1963 2,528 1975 3,315 
1952 4,399 1964 3,122 1976 3,736 
1953 4,114 1965 3,315 1977 4,049 
1954 4,018 1966 2,981 1978 3,902 
1955 3,517 1967 2,594 1979 3,776 
1956 3,263 1968 2,310 1980 2,479 
1957 3,204 1969 2,876 1981 1,570 
1958 2,510 1970 2,146 1982 2,132 
1959 1,774 1971 2,582 1983 1,752 
1960 2,186 1972 2,477 1984 805 
1961 1,746 1973 2,631 1985 340 
1986 429 
出所）晋江県情調査組「晋江巻」（中国国情叢書ー百県市経済社会調査）
中国大百科全書出版社， 1992年， p.381. 
環境衛生・文化体育等の公益事業に対して2,067万6,710万元を寄付しており，
これは晋江市が受けた寄付総額の 3分の 1に相当した35)。第4表を見ると龍湖
郷への公益事業投資は他の郷鎮に比較すると抜き出ている。また，華僑の公益
事業投資は教育に重点が置かれていることが窺える。
華僑・華人の故郷への貢献は単に送金や寄付だけではなく，地域経済の活性
化にも大きな役割を果たしている。福建省南部一帯は既述してきたごとく華僑
の故郷であり，外国在住の華僑・華人からの投資が多い。泉州市（市区の鯉城区
と晋江市・石獅市・恵安県・南安県・安渓県・永春県・徳化県等の郊外市県を含む。ここ
では台湾が支配する金門県を含めないことにする）が1992年に受け入れた台湾資本は
103社で契約投資額は 5億余元で，外資は7,847万ドルであった。これまで泉州
市が受け入れた台湾資本は330社に及び，契約投資額は16億元，台湾資本は 2億
7,200万ドルに達し， 晋江市・石獅市・鯉城区の各郷鎮や街区には台湾資本の
入っていないところはない。 1992年に泉州市へ里帰りした台湾人は 6万余人に
35) 「龍湖鎮“三胞”去年捐資通両千万」『福建日報」 1993年3月24日。
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も達した36)。1993年 1月末の統計では，泉州市が批准した外資企業は2,519社，
総投資額は 139億9,836万元で，外国からの観光客は延べ 25万人であった37)0 
1992年 6月中旬までの晋江市の統計によれば，外資の投資項目は300件に及び，
総投資額は契約ベースで31.6億元に達している。晋江市への投資の特徴は，①
規模が大き<, 1項目の平均投資額が1,054万元であり， 1,000万元以上の投資
は55件である。②投資項目が多種目にわたり，その中にはハイテク部門や第 3
次産業がかなりの比重を占めている。⑧ 「独資」の割合が 182項目と多く，投
資額の 83.5%を占めている。 1992年6月末に市が批准した「三資」企業は 110
社であり，総投資額が6.1億元で，そのうち外資は5.3億元である38)。1992年に
は晋江市の外向型経済が飛躍的に発展し，外国投資は 385社， 1件平均投資額
は905万元で，投資額が 1,000万ドル以上は 12件あり，これまでに外国資本は
903社，そのうち10余社の生産額が5,000万元以上で，例えば「利瑶績造有限公
司」の生産額は 1億元を超過し， 1,800万ドルの外貨を獲得しだ39)?
晋江は元々農業県であり，農村労働力は 39.21万人で，農村人口の41.2%を
占め，農牧漁業従事者は 21.06万人で，農村労働力の 53.79, るを占めている。に
もかかわらず，農業労働力当たり耕地面積は僅か 2.3畝（約15.3アール）に過ぎ
ず，余剰労働力は第 2 次• 第3次産業へ向かわなければならない必然性があっ
36) 「泉州／台湾関係日趨密接」「福建僑報」 1993年3月21日。
37) 「5大外資商業項目立項建設」「泉州晩報J1993年2月19日。 中台経済関係について
は，拙稿「台湾資本の中国進出と両岸経済関係の進展」関西大学『経済論集」第43巻
第1号， 1993年4月を参照されたい。
38)前掲「晋江三介月吸引外資三十低」『晋江郷訊』。この地区は民問主導による経済開発
モデル地区であり，経済特区の腹門等と比較して 1件当たりの投資額は少なく， ま
してやハイテク産業等はあまり見られない。その大多数は江西省や福建省西北部から
20歳前後の若い男女を雇用する労働集約型の服装・靴工場である。この点は石獅市
(1987年12月に石獅鎮と紺江鎮，永寧鎮，祥芝郷を合併して省轄県級市に昇格した）
の経済成長，すなわち農民達の金儲けへの積極的姿勢に比して道路や電気・自来水
（水道）等のインフラ未整備に特徴的に表れている。呉徳厚『石獅巻』（中國沿海城市
投資環境綜覧）華東師範大学出版社， 1989年を参照。
39) 「晋江県経済建設全面発展」「福建僑報J1993年3月21日。
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た40)。この地区には三つの「閑」があることから，村内の到るところに家内エ
業の縫製工場が数多く見受けられる。農家では'SouthChina'ブランドのミシ
ンを数十台を取付け，他地域から出稼ぎに来た若い女性を大量に雇用して縫製
作業をさせ，物資の集散地である「華南の小香港」といわれる石獅で販売し，
現金収入を獲得している。「三閑」とは，①外国からの送金が毎年3,000~4, 000 
万元あり， その余裕資金（閑散資金）と，③革命後帰郷しない華僑の空家（閑
房）や，⑧余剰労働力（休閑労働力）である。この「三閑」を「三宝」に転化し
て，聯戸集資工業を起こし，地域経済の発展へと結びつけるといったごとく農
村内に数多く家内工業が見受けられるようになった41)0 
近年，泉州市一帯には民間開発モデル地区として，①馬甲良畜試験区，③粛
暦開発区，⑧萬安軽工業開発区，④泉州市三資企業小区，⑥石獅工業総合開発
区，⑥福哺総合開発区，⑦安平工業総合開発区，⑧婚龍工業開発区の八つの開
発区が設けられ，積極的に民間資本を導入して，地域経済開発を行っている。
そのうちの六つは外商開発区としてこの 1年余の間に6,000余万元を投資して，
工場や商店・住宅等15万平方メートルの建設を行ってきた42)。特に，前港村か
ら車で20分くらいの距離にある石獅工業総合開発区は現在急速な開発が行われ
ており，その変化は珠江デルタ農村の変化に勝るとも劣らないであろう。しか
し，石獅の繁栄に比較して，本村への台湾資本や外資の投資はまだ少ない。そ
の理由は何よりもインフラの未整備であり，特に交通の便である。たとえ親族
や同族が本村に多くいたとしても，本村の投資条件が未整備であるため，経済
活動には不便である。投資者は故郷に錦を飾ったり，故郷の経済発展を考えな
いわけではないが，利益を追求できなければ投資の意味はない。それゆえ，本
村の青壮年の多くは深訓や夏門，石獅へ出稼ぎに行っており，特に石獅は非常
に近いので出稼ぎ者数が多い。そのため，村内には若者が少ない。本地域の石
40)童万亭主編，前掲書， p.458。
41)前掲「晋江巻jp. 31。
42)前掲「泉州：外商開発区進入実質開発階段」。
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工や建築工等の危険でハードな仕事は外来者（外エ）が従事している。 また，
外資の受入れ機関として， 晋江県対外経済貿易委員会外商投資企業協会があ
り，積極的に外資を受け入れている。地域経済の発展と同族関係を分析するた
め，今後この地域での外資導入と経済開発について考察する必要がある43)0 
v 結語一僑郷における同族ネットワークの意義
施氏が河南省固始県から前港村へ移住して約1,100年の歴史を持つ。移住後，
施氏は他地域へ分化・移住したり，本村内でも分化していった。さらには台湾
や香港・東南アジアヘと移民して行った。施氏一族は分節を重ね，時代の経過
とともに相互関係は稀薄とななり，互いの存在さえ認識することができなくな
った。有力な官僚を排出した分節のみが族産を設定し，毎年の祭祀や族譜の整
理，祖廟の修築を可能にし， その組織を保持することができた。 ところが，
1949年の中華人民共和国成立後は族的結合の物的基礎が解体され，社会主義改
造と建設，文化大革命の「四旧打破」により同族結合は否定された。その結
＾ 果，同族関係がより一層希薄になり，連絡も疎くなり，外国にいる同族との結
びつきは弱くなった。移民の歴史が比較的新しいフィリビンには故郷に直系の
親族が多く残っており，政治的困難な時期にも故郷に送金をし，何とか同族間
の関係を保持してきた。
施氏一族のうち出国した移民者数では台湾が最多であり，台湾の施氏一族は
戦後フィリビンの同族からの勧誘と影響を受けて，日本領台期に廃れた祭祀公
業を宗親会に再組織し，年々その規模を拡大してきた。 1981年には世界臨渡堂
施氏宗親総会までをも組織し，束南アジアに散在する施氏一族と活発に交流を
行ってきた44)。1978年の三中全会以降，中国では対外開放政策が実施され，真
43)この点については別稿で論ずる予定である。
44)その昔，陽渓を挟んで両村は激しく械闘した。筆者達は本地域の地理状況を把握する
ため前港村から街口村まで歩いてみた。途中，陽渓には香港人の寄付による立派なコ
ンクリートの銭江橋がかかっていた。また，街口村では施氏大宗祠を訪問して雑談し
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先にフィリビンの同族は帰郷して，故郷の一族と連絡をとり，積極的な交流を
再開した。村内を歩くと，村内の到るところでフィリビンの同族が寄付を誇る
かのような碑文を見つけることができる。前港村の施氏一族は外国の施氏と結
びつくことで， 橋や道路， 小学校や中学校・幼稚園等の校舎建設， 発電所建
設，老人会への寄付等を仰いだ。その結果，僑郷建設は進展し，経済条件はよ
くなった。また，華僑・華人資本を郡入して各種工場を設立し，地域経済を発
展させはじめた。これが「晋江モデル」と騒がれる経済開発モデルである45)。
一方，僑郷側も積極的に外国からのや援助や資本を受け入れるために，受皿の
組織化を再開した。これが本稿で考察してきた施氏の同族組織である。
ところで，長期の社会主義政権の下で，徹底的に解体されたと思われていた
同族組織は，共産党の路線転換と上からの政治的圧力が弱まるや一気に息を吹
き返し，その活動を再開した。同族組織が息を吹き返した最大の理由は，解体
されたはずであった同族組織が根底的に解体されていなかったことにある。確
かに社会の表層からは同族組織は消えてなくなり，その活動も見られなくなっ
た。しかしながら，同族組織は社会主義改造や社会主義建設においてその底流
では生命を維持・存続させてきた。本論文で考察してきたように，同族組織の
ていると，福建省安渓県湖頭鎮から「紀念先祖文貞公誕辰三百五十周年活動」の招待
状を持った農民が訪ねてきた。彼らは清代の大官僚・李光地の末裔であり，その一族
は台湾やシンガボールにおり，今回は海外へも招待状を送ったという。かつて李光地
と施瑕は清朝の官僚として互いに協力しあったので，わざわざ施氏にも招待状を持っ
てきた。このように同族組織の復活・再編は単に当該一族だけでなく，外国における
他族との友好関係を自国内において再び修復しつつある。族間のネットワークの広が
りは歴史を持つ族だけに可能なことであり，社会がどのような変化を遂げようとも，
たとえ共産党政権がかつての王朝と同じように没落しても，一族の歴史を誰も否定
することはできないと主張したいかのようである。ちなみに，この李一族は，シンガ
ボールの前首相のリー・クアン・ユーも自分達の一族であり， リー・クアン・ユーの
祖先は安渓から広東へ移住し，そこからシンガボールヘ移ったということを誇りにし
た。
45) 「晋江モデル」については，拙稿「僑郷における郷鎮企業の展開とその問題点ー「晋
江モデル」の実態」関西大学『経済論集』第37巻第4号， 1987年を参照にされたい。
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下部組織は社会主義基層組織に組み換えられ，社会主義の最末端組織として社
会主義建設に大きな役割を果たしてきたからである。
その理由の第ーは，同族組織の物的基盤は土地改革により失われたが，同族
が集居する村は解放後も存続し， 「戸籍制度」による人的移動が少ない 1950年
代~1970年代の社会主義改造・建設期に村落内の人的構成に基本的に変化が見
られなかったことである。そして，何よりも重要なことは，本村では同族組織
の分節と地域組織とが一体化しており，すなわち第1表に見られたように祖庁
を単位として同族組織と廟を単位とした地域組織とが重なり合い，第二で述べ
るように社会主義の基層単位となってきたことである。ただし，近年，農民達
は農外部門に就業して現金収入を獲得し，その結果，村の周辺には石造りの家
屋が多く見られるようになった。農民達はこれまで居住していた煉瓦造りの旧
い家を放棄して，別の空き地に家屋を新築するため，集居していた分節単位は
分散し始め，現在では第4図のように分節単位と地域単位を一体として捉える
ことができなくなりつつある。
第二に，上からの社会主義改造・建設は，第2表に見られたように同族の下
部組織を安易にそのまま利用して社会主義基層組織として再生したことであ
る。言い換えれば，中国社会主義改造・建設は旧農村社会を根底的に変革して
新たな農村社会組織を形成することができなかったからである。というのも社
会主義的資本蓄積のためにはできるだけ多くの余剰資金を農村から収奪しなけ
ればならず，そのために急速な農業集団化が必要となり，旧農村集団単位を温
存したまま旧組織を社会主義的組織に名称変更させたからである46)0 
第三に，国家や共産党による強権的政治が続けば続ぐほど，政治的弾圧や経
済的圧迫が強ければ強いほど，農民は生活難から脱却するために外国にいる同
族を頼り，その送金に大きな期待をかけて外国との関係を保持し，そのために
同族組織の基盤を残してきたことである。それは，第3表と第4表に見られた
46)中国社会主義改造・建設の実態については，拙著『中国農村の歴史と経済ー農村変革
の記録ー』（関西大学出版部， 1991年）を参照されたい。
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ように，外国在住の華僑・華人からの送金が途絶えることはなかったことから
も窺える。
第四に，中国人の生命力ともいえる族的結合が一つの革命によって解体され
るほど単純なものではなかったということである。前港村の銭江派を例に取る
と，数十戸の比較的近い親族は共有の祖庁を所有し，共産党の強権的政治イデ
オロギー支配にもかかわらずそれを運営してきた。反対に近年では，国家・共
産党自身が利用できる外国とのパイプは大いに利用するように勧めるようにな
った。農民達は積極的に外国から故郷への外資導入を図り，そのおこぼれを頂
戴しようとするのが同族組織の再建であったといえば言い過ぎであろうか。
銭江施氏家廟はまだ修理が実施されておらず，位牌も「唐始祖秘書丞施公神
主」という始祖・典の位牌と「祖妃造端夫人許氏神主」という典の妻の位牌の
'二つが安置されているだけで，派下員の位牌はまだ安置されてはない。来年位
には安置する予定であるが，現在のところまだその資金がないという。 1992年
夏の調査時，帰国華僑が廟内で盛大な葬式を催し，その余儘を見ることができ
た。渇江派施氏宗祠はすでに改修を終えているが，銭江派の方には華僑・華人
の援助が道路建設や学校建設に回り，まだ家廟修理にまで行き届かないのが実
情である。銭江施氏家廟の修築には約20万元 (1992年夏のレートで 450万円）が必
要という。 1993年 3月21日~25日の 5日間，里帰りした台湾やフィリビンの施
氏一族は故郷で盛大に行事を行い， 同族の絆を強化し， 「血は水よりも濃い」
という感傷に浸れたようである。
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